




























































































にっぽん新宗教百科」に取り上げられた 92 団体の設立なり立教と呼ばれている年次を 10
年単位で見てみると、少なくとも現在に続いている新宗教は、1940~1959 の間が大きなウ
ェイトを占めている。三五教もこの流れに沿って設立されたことが分かる。 








































ラムの中に登場している。そして 1956(昭和 31)年 12 月 13 日の沼津朝日の記事の中に初め
て天文台建設のアイディアが掲載されている。天文台の開所は翌 1957(昭和 32)年 9 月であ










年 月 事  象 年 月 事  象
1954年 2 造船疑獄事件 1957年 7 国際地球観測年開始
(S29) 3 ビキニ水爆実験で第五福竜丸被爆 (S32) 3 EEC(ECの前身)発足
4 第一回全日本自動車ショー 8 ソ連、ICBM発射実験成功
9 洞爺丸台風、死者行方不明者1,698人 10 ソ連、人工衛星打上げに成功
1955年 4 バンドンでアジアアフリカ会議開催 1958年 1 米国、人工衛星打上げに成功
(S30) 8 現ソニー、トランジスタラジオ発売 (S33) 8 中国、農村人民公社化決議
8 ひ素ミルク事件表面化 9 狩野川台風、死者行方不明者1,157人
9 日本、GATTO加盟 11 東海道線、特急こだま運転開始
11 保守合同、55年体制開始 11 東京タワー完工
この年後半から神武景気 この年インスタントラーメン発売
1956年 1 石原慎太郎、「太陽の季節」で芥川賞 1959年 1 メートル法施行
(S31) 3 日本住宅公団、入居者募集開始 (S34) 4 皇太子殿下御成婚
5 水俣病、公式確認 9 伊勢湾台風、死者行方不明者5,101人

























一方、山本一清は沼津選定について次のように語っている(以下、” / ” は記事中の改行
を示す)。「以前からあの山の良さは知つていました。(昭和 31年 12月)二十五日の下見でも、
























表 2 のようになる。現月光天文台には、当時の三五教信者による労働奉仕の貢献も大きか 
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と呼んで紹介している。ただし英文では「A View of the Ananaian Central Observatory, 
Numazu」(*5)となっていて、「三五」の名称付加に躊躇も感じられる。 
  現月光天文台の資料によれば、中央天文台から月光天文台に改称されたのは 1958 年(昭





年 (S) 月 日 事項
1956 31 10 山本一清、静岡県から中野与之助氏一行の訪問を受ける。
31 12 貞明記念館と天文台建設事業案初出
31 12 25 山本一清、某氏紹介で市長訪問、香貫山への天文台建設を申入れ
1957 32 1 6 天文台関連権威者24人来沼、現地視察
32 1 6 貞明記念館と天文台、事業最高責任者来沼、経過報告と方針明言
32 1 6 香貫山天文台、山本一清博士、再調査で水を懸念
32 1 17 市議会で貞明記念館・天文台、三五教との関連質疑
32 2 2 市議会、天文台・慰霊塔とも双方山頂建設へ審議
32 2 2 市議会総務経済委、内藤電話局長・三五教中野氏、東大長谷川一郎氏・京
大古川喜一郎氏を呼び説明を受ける（肩書、氏名ママ）
32 2 24 天体観測の当り年、東亜天文学会長谷川一郎氏の計算が世界的にも正確、
一日も早く天文台ほしい(黎明新聞記事)
32 2 28 市議会で鉄道受難者慰霊塔・天文台の土地貸与確認
32 3 10? 三五教天文台、整地作業着手
32 3 18 三五教天文台、18日に地鎮祭
32 3 18 香貫山天文台地鎮祭、台長は山本一清氏博士、名称は「三五中央天文台」
32 4 7 建設地に深さ八尺、地表からの高さ十五尺のコンクリートピラー打込
32 4 14 天文台建設地に山本博士ら8人、14日から泊まり込みで彗星観測




32 9 19 天文祭り舞台建設取り掛かり、商工会議所前旧松坂屋跡広場
32 9 19 城のような威風堂々たる天文台、インフラ設置も要請(コラム)
32 9 市有地無断使用、無視された中止命令
32 9 21 香貫山天文台、9月21日開所式予定、21-22に商店街と共同で天文台祭計画
32 9 考えさせられる市助成金　天文祭りに10万円
32 9 賑わった連休、天文台へもハイカー
32 9 21 多少の紆余曲折はあったものの、人気わく天文台
32 9 24 香貫天文台、24日竣工披露





























⑤1957 年 9 月の「市有地無断使用、無視された中止命令」は、沼津朝日が伝えたもので詳
細記事の要約は次の通り。 
「香貫山市有地 391 坪に建設中の天文台の完成式に先立ち、三五教では天文台へつながる
道路と参観者展望兼休憩室、便所を建設する計画を立て、9 月 6 日付けで市に対して周辺の
419 坪の借用申請を出した。この広さは市長決裁で可能だが、市としては市議会協議会には




















































第 2 観測室に移されて全能率を発         
写真 3. 全国的な会議も香貫山天文台で開催されていた   揮することが期待」(*8)とされてい 








明らかに 30 糎屈折赤道儀の便宜に重点が置かれている。だから 46 糎カルバー反射赤道儀
では北天観測には不向きであった。」(*9)とされている。 
また、山本一清自身の記録(*8)によれば、香貫山天文台開設当時の設備としては、前述の
口径 46cm 反射赤道儀のほか、これに同架されていた 10cm と 6cm の屈折望遠鏡、15cm 反































































写真 5 .山本天文台観測棟     この城郭建築を模した天文台の出現は地元ではどのよう
に受け止められたのであろう。沼津朝日は、「香貫山」というコラムを掲載して、天文台に
対する住民の反応を伝えている。「香貫山に天文台が出来た。私たち山麓住民にとつては、









































































営の困難さも十分に認識していたはずである。同天文台   写真 6.香貫山天文台内の望遠鏡 
は、山本一清に師事していた坂井義雄が公開型天文台として 1950 年(昭和 25 年)に着手し、
翌 1951 年(昭和 26 年)にオープニングを迎えた。ただ、任意団体と当時の岐阜市長との間































































表 4. 三五教系天文台リスト 
 
出典；五味政美、「(三五教)天文施設と望遠鏡」(第 5 回天文台アーカイブプロジェクト報告会)、2014.8.6 
 
 
写真 7. 1966 年頃の香貫山天文台  背景の市街地の向こうは駿河湾 
 
天文台建設に係わる騒動と非常によく似た点が多い。二本松天文台のオープンが表 4「三五
教系天文台リスト」からは 1958 年(昭和 33 年)4 月 25 日となっているところ、フィクショ





の傑作たる口径 46 センチの反射赤道儀式の望遠鏡」(*8)である。 
 「あなない盛衰記」には沼津香貫山天文台での事象と似たようなこととして、建設まで
の期間がごく短い、建設には信者による労働奉仕が大きく寄与、公有地の土地貸借、樹木








名称 場所 設立年 撤去年 建物 望遠鏡その他
天文暦算局 静岡県清水市 1957.1.5 木造モルタル二階 11cm屈*4
中央天文台*1 静岡県沼津市 1957.9.21 1973.6.30 回転天守閣木造三階 46cm反赤→16cm屈赤
月光天文台 静岡県函南町 1975.3.22 鉄筋コンクリート四
階ドーム
50cm反赤、20cm屈赤




四国三縄天文台*3 徳島県池田町 1958 1959 木造二階 20cm反赤
眉山天文台 徳島県徳島市 1958.3.19 1968 鉄筋コンクリート三
階ドーム
20cm反赤→16cm屈赤
奥州天文台 福島県二本松市 1958.4.25 1991 回転天守閣木造三階 16cm屈赤
国治天文台 愛知県岡崎市 1958.9.14 2009.12 回転天守閣木造三階 11cm屈→16cm屈赤
濃尾天文台 岐阜県多治見市 1958.11.12 1972.3 木造三階ドーム 20cm屈赤
東北天文台 岩手県北上市 1959.2.21 1996.3 鉄筋コンクリート三
階ドーム
21cm反赤、16cm屈赤
肥之国天文台 熊本県山鹿市 1960.9.30 1983.6 回転天守閣木造三階 16cm屈赤
































いる人間の頭数に等分に分けると、食べるだけでも十分         




































地方自治体の行政と宗教の関係では 1965(昭和 40)年 1 月の地鎮祭への市からの支出が問
われることとなる三重県津市での、後に「津地鎮祭訴訟」と呼ばれる画期的な例が生じる
















































































写真 11. 展望台横の更地には石があった。   写真 12. 欄干の赤い橋、天文台当時から 
天文台建物の遺構と見られる。       の遺構 
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写真 14 参考；山本天文台を訪ねた筆者たち 
1969(昭和 44)年 8 月 向かって右が当時高校 2 年生の筆者 
TANAKAMI OBSERVATORY、山本天文台そして山本一清の表札も見える。 
山本天文台の門にて 
 
 
